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令和８年３月美馬市議会定例会議事日程（第３号）

令和８年３月１１日（水）午前１０時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 議案第３８号 工事請負契約の変更について

日程第 ３ 議案第 １号 美馬市犯罪被害者等支援条例の制定について

議案第 ２号 美馬市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める

条例の制定について

議案第 ３号 行政手続等における押印等の見直しに伴う関係条例の整理に

関する条例について

議案第 ４号 美馬市行政手続条例の一部改正について

議案第 ５号 美馬市印鑑条例及び美馬市手数料条例の一部改正について

議案第 ６号 美馬市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正につい

て

議案第 ７号 美馬市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改

正について

議案第 ８号 美馬市職員の給与に関する条例の一部改正について

議案第 ９号 美馬市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例の一

部改正について

議案第１０号 美馬市介護保険条例の一部改正について

議案第１１号 美馬市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関

する基準を定める条例の一部改正について

議案第１２号 美馬市火災予防条例の一部改正について

議案第１７号 令和８年度美馬市一般会計予算

議案第１８号 令和８年度美馬市国民健康保険特別会計予算

議案第１９号 令和８年度美馬市後期高齢者医療特別会計予算

議案第２０号 令和８年度美馬市介護保険特別会計予算

議案第２１号 令和８年度美馬市一の森ヒュッテ事業特別会計予算

議案第２２号 令和８年度美馬市小水力発電事業特別会計予算

議案第２３号 令和８年度美馬市下水道事業会計予算

議案第２４号 令和８年度美馬市水道事業会計予算

議案第２５号 令和８年度美馬市工業用水道事業会計予算

議案第２６号 令和８年度美馬市簡易水道事業会計予算

議案第２７号 美馬市過疎地域持続的発展計画の策定について

議案第２９号 市道路線の認定について
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議案第３０号 市道路線の変更について

議案第３１号 美馬市農山村研修集会施設等の指定管理者の指定について

議案第３２号 美馬市農林産物加工施設等の指定管理者の指定について

日程第 ４ 閉会中の継続調査について
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令和８年３月美馬市議会定例会会議録（第３号）

◎ 招集年月日 令和８年３月１１日

◎ 招集場所 美馬市議会議場

◎ 開 会 午前１０時００分

◎ 出席議員

１番 䕃山 勝利 ２番 南 渚 ３番 細川 健一

４番 森野 信一 ５番 藤原 昌樹 ６番 田中みさき

７番 立道 美孝 ８番 都築 正文 ９番 田中 義美

１０番 中川 重文 １１番 林 茂 １２番 郷司千亜紀

１３番 井川 英秋 １４番 西村 昌義 １５番 久保田哲生

１６番 片岡 栄一 １７番 川西 仁 １８番 前田 良平

◎ 欠席議員

なし

◎ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名

市長 加美 一成

副市長 岡 建樹

副市長 東條 洋士

企画総務部長 吉田 正孝

保険福祉部長 住友 礼子

市民環境部長 伊内 公一

経済部長 藤田 伸次

建設部長 園木 一昌

水道部長 藤重 久

消防長 根本 賢一

保険福祉部理事 吉本 宏紀

会計管理者 金原 永茂

企画総務部次長（秘書人事課長） 渡邊 晴樹

企画総務部企画財政課長 濱原 友和

代表監査委員 藤本 博明

教育長 小笠原仁美

副教育長（教育次長） 藤本 貴子
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◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 篠原 孝志

議会事務局次長 和田 啓明

議会事務局次長補佐 三好 明美

◎ 議事日程

議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

◎ 会議録署名議員の氏名

議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。

２番 南 渚 議員

３番 細川 健一 議員

４番 森野 信一 議員
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開議 午前１０時００分

◎議長（川西 仁議員）

ただいまの出席議員は１８名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を

開きます。

日程に入る前に、諸般の報告をいたします。市長より、議案第３８号、工事請負契約の

変更についてが提出をされております。後程、提案理由の説明をいただくこととしており

ますので、ご報告をさせていただきます。

以上で、諸般の報告を終わります。

これより本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、ご配付の日程表のとおりでございます。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、２番 南渚議員、３番 細川健一

議員、４番 森野信一議員を指名させていただきます。

次に、日程第２、議案第３８号、工事請負契約の変更についてを議題といたします。

本件につきましては、本日、市長から提出されたものでございます。議案の朗読を省略

し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（加美一成君）

はい、議長。

◎議長（川西 仁議員）

加美市長。

［市長 加美一成君 登壇］

◎市長（加美一成君）

ただいま上程いただきました議案第３８号、工事請負契約の変更について、ご説明をさ

せていただきます。

議案書９０４ページをお開き願います。

この案件は、令和７年６月美馬市議会定例会で議決をいただきました令和６年発生林道

施設災害復旧事業林道高越二戸線１号箇所復旧工事（台風１０号災）の工事請負契約のう

ち、土工と架設工に変更が生じたことに伴い契約金額の変更をしたいので、議会の議決を

求めるものでございます。変更前の契約金額は１億９,０３０万円、変更後の契約金額は

２億１,７３７万６,５００円であります。

原案のとおりご可決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせてい

ただきます。よろしくお願い申し上げます。

◎議長（川西 仁議員）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がございませんので、質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終結させていただきます。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３８号につきましては、会議
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規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（川西 仁議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第３８号につきましては、委員会付託を省略

することといたします。

これより討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告がございませんので、討論なしと認めます。

これをもって討論を終結させていただきます。

これより採決いたします。議案第３８号、工事請負契約の変更についてを採決いたしま

す。議案第３８号について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（川西 仁議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第３８号につきましては、原案のとおり可決

させていただきます。

次に、日程第３、議案第１号、美馬市犯罪被害者等支援条例の制定についてから議案第

１２号、美馬市火災予防条例の一部改正についてまで、議案第１７号、令和８年度美馬市

一般会計予算から議案第２７号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定についてまで、及

び議案第２９号、市道路線の認定についてから議案第３２号、美馬市農林産物加工施設等

の指定管理者の指定についてまでの２７件を一括し、議題といたします。

この件につきましては、所管の常任委員会に付託しておりましたので、各委員長の報告

を求めます。開催順にお願いをしたいと思います。

まず初めに、産業常任委員会委員長、南渚議員。

◎産業常任委員会委員長（南 渚君）

２番、南。

◎議長（川西 仁議員）

はい、南渚議員。

［産業常任委員会委員長 南 渚君 登壇］

◎産業常任委員会委員長（南 渚君）

おはようございます。議長のご指名がございましたので、産業常任委員会の審査結果を

報告いたします。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第１１号、美馬市移動等円滑化の

ために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部改正についての条例案

件１件、議案第１７号、令和８年度美馬市一般会計予算のうち所管分、及び議案第２１号、

令和８年度美馬市一の森ヒュッテ事業特別会計予算から議案第２６号、令和８年度美馬市

簡易水道事業会計予算までの予算案件７件、議案第２９号、市道路線の認定についてから

議案第３２号、美馬市農林産物加工施設等の指定管理者の指定についてのその他案件４件

の合計１２件について、審査のため、去る３月３日に委員会を開催いたしました。
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出席の委員は、私を含め６名でございます。

付託されました議案審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重なる審査の結果、原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第１７号、令和８年度美馬市一般会計予算のうち所管分の中で、移住定住促

進費、地域おこし協力隊報酬について、委員から「地域おこし協力隊の業務内容は」との

質疑がありました。理事者からは「地域おこし協力隊は農林課と観光交流課それぞれ１名

ずつで、農林課では、アグリワーケーション施設の維持管理と、農家が農繁期に徳島マッ

チボックスから人材派遣をしてもらうための登録事務手続の補助を行う活動、観光交流課

では、美馬和傘の伝統工芸の継承と情報発信を、主な業務としている」との答弁がありま

した。

次に、農業委員会委員報酬について、委員から「農業委員会の構成について、女性委員

は何名いるのか」との質疑がありました。理事者からは「現在１９名中１名が女性委員で

ある」との答弁がありました。更に、委員から「国で農業分野における女性の参画を推進

しており、女性の割合の向上が示されている。今後、女性委員を増やす考えはあるのか」

との質疑がありました。理事者からは「農業委員の任命の所管事務は農林課が行っている。

農業委員会事務局としても、女性委員の参画は重要であると認識している。農林課とも協

議しながら、今後の選任について進めていきたい」との答弁がありました。

次に、企業立地推進費、情報通信関連産業誘致センター屋台倉庫屋根改修工事請負費に

ついて、委員から「情報通信関連産業誘致センター屋台倉庫の場所と改修面積は」との質

疑がありました。理事者からは「旧脇町図書館の東側の屋台倉庫で、改修面積は１２４.

８平方メートル、屋根全体をふき替える予定である」との答弁がありました。更に、委員

から「この倉庫は何に活用しているのか。これからの見込みは」との質疑がありました。

理事者からは「文化財に匹敵するような地域の祭りの道具の保管場所であり、うだつの模

型もある。観光客も足を運んでいただいており、観光振興にも活用できるように検討して

いきたい」との答弁がありました。

また、当委員会では、調査未了の事件について閉会中の継続調査を決定し、議長まで申

出書を提出いたしました。

以上で、産業常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（川西 仁議員）

次に、福祉文教常任委員会委員長、森野信一議員。

◎福祉文教常任委員会委員長（森野信一君）

４番、森野。

◎議長（川西 仁議員）

はい、４番、森野信一議員。

［福祉文教常任委員会委員長 森野信一君 登壇］

◎福祉文教常任委員会委員長（森野信一君）

おはようございます。議長のご指名がございましたので、福祉文教常任委員会の審査結
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果をご報告いたします。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第１号、美馬市犯罪者等支援条例

の制定についてから議案第１０号、美馬市介護保険条例の一部改正についてまでの条例案

件４件、議案第１７号、令和８年度美馬市一般会計予算のうち所管分から議案第２０号、

令和８年度美馬市介護保険特別会計予算までの予算案件４件の合計８件についての審査の

ため、去る３月４日に委員会を開催いたしました。

出席の委員は、私を含め６名であります。

付託されました議案の審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました

結果、原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

では、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第１号、美馬市犯罪者被害者等支援条例の制定についての中で、委員からは

「制定される条例の第６条に相談情報の提供等を総合的に行うための窓口を設置するもの

とあるが、市役所のどの部署に窓口を設置するのか」との質疑がありました。理事者から

は「生活福祉課に設置する」との答弁がありました。

次に、議案第１７号、令和８年度美馬市一般会計予算のうち所管分の中で、委員からは

「物価高騰対策重点支援地方創生事業費について、こども食堂物価高騰対策支援金を計上

しているが、美馬市内のこども食堂の団体数は」との質疑がありました。理事者からは

「本年２月末現在において、徳島県のホームページに掲載されている団体数は７団体であ

る」との答弁がありました。

次に、委員からは「教育振興費について、部活動指導員報酬を計上しているが、部活動

指導員の配置状況は」との質疑がありました。理事者からは「脇町中学校に４名、美馬中

学校に１名、穴吹中学校に４名の合計９名配置している」との答弁がありました。また、

委員からは「スクールサポートスタッフの業務内容は」との質疑がありました。理事者か

ら「教員免許が必要な教育以外の事務補助を行い、教員の負担軽減を図っている」との答

弁がありました。

次に、委員からは「文化財保護費について、郡里廃寺跡史跡公園の開園イベントの経費

を計上しているが、開園イベントはいつ行うか」との質疑がありました。理事者からは

「本年１０月に開園イベントを行う予定である」との答弁がありました。

次に、議案第１９号、令和８年度美馬市後期高齢者医療特別会計の中で、委員から「歳

入の中で、後期高齢者医療保険料が前年度よりも増額で計上されているが、理由は」との

質疑がありました。理事者からは「被保険者数が増加したことと、近年の医療高度化に伴

う医療費の増加等に対応するため、保険料率が増額改定されていることが主な理由であ

る」との答弁がありました。

当委員会は、調査未了の事件について閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出書を提

出いたしました。

以上で、福祉文教常任委員会委員長の報告を終わりにいたします。

◎議長（川西 仁議員）

次に、総務常任委員会委員長、細川健一議員。
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◎総務常任委員会委員長（細川健一君）

はい、３番、細川。

◎議長（川西 仁議員）

はい、３番、細川健一議員。

［総務常任委員会委員長 細川健一君 登壇］

◎総務常任委員会委員長（細川健一君）

議長のご指名がございましたので、総務常任委員会の審査結果を報告いたします。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第３号、行政手続等における押印

等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例についてから議案第８号、美馬市職員の給

与に関する条例の一部改正について、及び議案第１２号、美馬市火災予防条例の一部改正

についての条例案件７件、議案第１７号、令和８年度美馬市一般会計予算のうち所管分の

予算案件１件、及び議案第２７号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定についてのその

他案件１件の合計９件について、審査のため、去る３月５日に委員会を開催いたしました。

出席の委員は、私を含め６名であります。

付託されました議案審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました結

果、原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第１２号、美馬市火災予防条例の一部改正についてでは、委員から「テント

型サウナ等が増えたことによる基準の整備とのことだが、設置の際届出が必要か」との質

疑がありました。理事者からは「今回、設置届が必要となる場合は、事業として設置し営

利目的で使用する場合は届出が必要となり、薪または電気ストーブ、電気を使用する設備

かつ出力が６キロワット以下のものが該当となる」との答弁がありました。更に、他の委

員から「火事の可能性があるが、消火器の設置義務はないのか」との質疑がありました。

理事者からは「今回条例に追加されるテント型及びバレル型サウナには、自動若しくは手

動停止装置がついているが、ない場合は設置するよう定められている」との答弁がありま

した。

次に、議案第１７号、令和８年度美馬市一般会計予算のうち所管分、移住定住促進費委

託料について、委員から「移住交流センターの業務の実績と、それに対する評価は」との

質疑がありました。理事者からは「平成２９年度から事業を開始し、空き家バンクへの登

録は累計で１５８件である。そのうち、空き家の賃貸は５３件、売買の仲介は５８件成立

している。この取組を行うことが空き家の利活用につながっているということで評価をし

ている」との答弁がありました。

次に、委員から「新ごみ処理施設整備事業について、新年度予算の事業内容を具体的

に」との質疑がありました。理事者からは「来年度に予定している事業として、５月から

敷地造成に係る計画、設計業務、基本計画策定業務、及び生活環境影響調査を開始する予

定である。また、７月頃には、国交省から払下げを受ける用地の筆界未定部分の解消に取

り組み、１１月以降は、用地取得、調査測量業務、造成・仮設工事、地質調査、設計業務

に着手をする予定である」との答弁がありました。更に、委員から「今後の取組について
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どのように考えているのか」との質疑がありました。理事者からは「今後は、関係者に対

し丁寧な説明を行うとともに、議会との勉強会や協議を重ねるほか、新たな技術の視察等

も実施しながら、よりよい施設設備に取り組んでいきたいと考えている」との答弁があり

ました。

次に、委員から「新たな財政構造改革プラン策定委員会のメンバーに高校生や若い世代

が入ることは有意義であると感じるが、一方で、財政構造改革は、歳出削減、公共施設の

見直し、負担の議論など、専門性の高い議論になると思われるが、高校生を含めた若い世

代がどのような役割を担うのか」との質疑がありました。理事者からは「プランの策定に

は、学識経験者の専門的な知見と市民目線の両方が必要であり、公募に応じていただいた

委員には自治体財政講座やワークショップに参加をいただく予定である。１５年先、２０

年先の行政サービスのあり方など、高校生を含む若い世代の方々のご意見をプランに反映

をしていきたい」との答弁がありました。

当委員会は、調査未了の事件について閉会中の継続審査を決定し、議長まで申出書を提

出いたしました。

以上で、総務常任委員会委員長報告とさせていただきます。

◎議長（川西 仁議員）

以上で、各常任委員会委員長の報告が終わりました。

これより、ただいまの各委員長報告に対する質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がございませんので、質疑なしと認めます。これをもっ

て、各委員長報告に対する質疑を終結させていただきます。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がございませんので、討論なしと認めます。これをもっ

て、討論を終結させていただきます。

これより採決いたします。

まず、議案第１号、美馬市犯罪被害者等支援条例の制定についてから議案第１２号、美

馬市火災予防条例の一部改正についてまでの１２件を一括し、採決いたします。

議案第１号から議案第１２号までの１２件については、各委員長報告はいずれも原案可

決でございます。

お諮りいたします。議案第１号から議案第１２号までの１２件について、各委員長報告

のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（川西 仁議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第１２号までの１２件につき

まして、原案のとおり可決させていただきます。

次に、議案第１７号、令和８年度美馬市一般会計予算から議案第２６号、令和８年度美

馬市簡易水道事業会計予算までを採決させていただきます。

議案第１７号から議案第２６号までの１０件につきましては、各委員長報告はいずれも

原案可決でございます。
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お諮りいたします。議案第１７号から議案第２６号までの１０件につきまして、各委員

長報告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（川西 仁議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第１７号から議案第２６号までの１０件につ

きまして、原案のとおり可決させていただきます。

次に、議案第２７号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定についてから議案第３２号、

美馬市農林産物加工施設等の指定管理者の指定についてまでの５件を一括し、採決いたし

ます。

議案第２７号から議案第３２号までの５件につきまして、各委員長報告はいずれも原案

可決でございます。

お諮りいたします。議案第２７号から議案第３２号までの５件につきまして、各委員長

報告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（川西 仁議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第２７号から議案第３２号までの５件につき

まして、原案のとおり可決させていただきます。

次に、日程第４、閉会中の継続調査についてを議題とさせていただきます。

ご配付いたしておりますとおり、閉会中の継続調査につきまして申出書が提出をされて

おります。

お諮りいたします。継続調査につきまして、各委員長の申出書のとおり、それぞれ閉会

中の継続調査に付することといたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（川西 仁議員）

はい、異議なしと認めます。よって、継続調査につきまして各委員長の申出書のとおり、

それぞれ閉会中の継続調査に付することといたしたいと思います。

以上をもちまして、本定例会に付議されました事件は全て議了をいたしました。

閉会に当たり、市長よりご挨拶いただきたいと思います。

◎市長（加美一成君）

はい、議長。

◎議長（川西 仁議員）

はい、加美市長。

［市長 加美一成君 登壇］

◎市長（加美一成君）

令和８年３月美馬市議会定例会閉会に当たり、ご挨拶を申し述べさせていただきます。

議員各位におかれましては、終始熱心にご審議を賜り、提案をいたしました議案につき

まして全て原案のとおりご可決をいただき、厚くお礼を申し上げます。ご審議を通じまし

て議員各位から賜りました数々の貴重なご意見、ご提言につきましては、十分に検討を加
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え、今後の市政運営に反映をさせてまいります。

また、美馬環境整備組合による可燃ごみ新処理施設の整備につきましても、ご審議の中

でいただきましたご指摘などを踏まえまして、地元の皆様への不安を取り除くことができ

るよう誠心誠意取り組むとともに、市議会に対しましても丁寧に説明をしてまいります。

初めに、ゆずの産地化に向けた取組についてであります。

ゆずにつきましては、加工食品や香料向けの需要が拡大をいたしておりますが、これを

好機として捉え、本市において、ゆずの供給体制を強化するとともに、生産から加工、販

売に至るバリューチェーンを構築することを目的に、今月３０日、愛知県半田市に本社を

置く株式会社Ｍｉｚｋａｎを始め、県、ＪＡ全農とくしま県本部、ＪＡ徳島県と本市との

間で、連携協定を締結いたします。この協定に基づき、関係者が連携し、本市におけるゆ

ずの産地育成を進めることで、農家所得の向上、そしてまた、雇用の創出による地域経済

の活性化につなげてまいりたいと考えているところでありまして、令和８年度には、農地

の確保に加え、トレーニングファームの開設や、県の制度を活用した苗木の栽培に着手を

する予定でございます。今回の協定締結を契機に、本市がゆずの産地として発展をしてい

くことができるよう、しっかりと取り組んでまいります。

次に、物価高騰対策についてであります。

先月２月２８日に始まったアメリカ、イスラエルによるイランへの軍事攻撃を受け、原

油価格が高騰しており、今後、更なる物価高が懸念をされております。本市におきまして

は、１２月補正予算に物価高騰対策第１弾を盛り込み、ＭＩＭＡＣＡのポイント進呈など、

いち早く対策に取り組んでいるところであり、３月補正予算と令和８年度当初予算にも、

物価高騰対策第２弾として必要経費を計上させていただいておりますが、今後も、国や県

の動向に十分に注意し、必要な対策をスピード感を持って打ち出してまいります。

今日３月１１日で、東日本大震災が発生してから１５年となります。南海トラフ地震の

発生確率の高まりを踏まえますと、能登半島地震など過去の災害の教訓を生かした備えは

本市にとって喫緊の課題であります。市といたしましても、本定例会でお認めをいただき

ました予算の不測執行に努めるとともに、自助、共助、公助のそれぞれの機能が機能する

よう、防災・減災対策を引き続きしっかりと取り組んでまいります。

さて、今定例会は、議員各位におかれまして、現任期中最後の定例会でありまして、感

慨深いものがあろうかと拝察をいたします。また、今期を最後に勇退をされます議員にお

かれましては、その高い見識と卓越した手腕により、長年にわたって市勢の発展にご尽力

をいただいてまいりました。これまでのご指導、ご鞭撻に対し心からお礼を申し上げます

とともに、今後とも市勢の発展にお力添えを賜りますようお願いを申し上げます。

いよいよ来月４月には市議会議員選挙が行われます。引き続き、市民の皆様からの負託

を受ける決意をされている議員各位には、どうか新たな信任を得られまして、再びこの議

場でお会いできますようご健闘をお祈り申し上げます。

議員各位並びに市民の皆様のご健勝、ご多幸を心から祈念をいたしまして、閉会に当た

りましてのご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

◎議長（川西 仁議員）
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ありがとうございました。

令和８年３月美馬市議会定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶申し上げる次第でございま

す。

議員各位におかれましては、去る２月１７日の開会以来本日まで２３日間にわたり、終

始ご熱心にご審議賜りましたことを、厚く御礼を申し上げる次第でございます。また、市

長を始めといたしまして理事者各位におかれましては、審査過程におきまして議員各位よ

り表明をされました意見や要望等につきまして、今後の市勢の発展に十二分に反映してい

ただきますようお願いを申し上げる次第でございます。

私ごとではございますが、令和５年９月定例会におきまして、議員の皆様から議長へご

推挙いただきまして、本日まで無事議長の職を務めさせていただくことができました。誠

にありがとうございます。この間を振り返ってみますと、美馬市議会議員政治倫理条例の

制定、そしてまた、議員定数の削減など、議会の改革に努めた２年半であったかのように

思います。これも、議員各位の温かいご支援とご協力、そしてまた、加美市長を始めとい

たします理事者の皆様方のご指導、ご鞭撻があったからこそと感じておる次第でございま

す。心より厚く感謝申し上げる次第でございます。

さて、先程市長からご挨拶にありましたように、美馬市議会議員の改選時期でございま

す。引き続き立候補されます議員各位におかれましては、来月執行されます美馬市議会議

員一般選挙によりまして再び市民の負託を受けられ、本市の発展に更なるご活躍をご祈念

いたすところでございます。

そしてまた、今期を最後とされ、ご勇退をされる皆様方におかれましては、これまでの

ご尽力に対しまして心より厚く敬意を表するところでございます。今後も健康にご留意を

され、ご活躍できますよう心よりお祈り申し上げる次第でございます。

そして、今年度をもって退職、また、役職を離れられる説明員の皆様方におかれまして

は、大変お疲れさまでございました。これまでのご功労に関しまして敬意を表すとともに、

今後もこれまでの経験を生かしまして、引き続き市勢の発展に対しまして、お力を貸して

いただきたいと、このように思います。

そしてまた、本議会におきましては、井川議員より代表質問、また、䕃山議員よりは一

般質問、こういったところの新ごみ処理施設に関する質問がありました。非常に厳しい質

問があったように思います。新ごみ処理施設の整備につきましては、本市の将来にわたり

大きな影響を及ぼす、極めて重大な課題と認識をしておるところでございます。我々議会

人といたしましても、今後、更なる過程を踏んでいかなければならないと、このように考

えておるところでございます。先程の委員長報告にもありましたように、今後は、担当部

局と議員による勉強会など定期的に開催をいたしまして、相互の理解を深められるよう努

力をしていかなければならないと考えております。私のほうより、新しい議員の皆様方に

申し送りを付け添えさせていただきたいと思いますので、現議員の皆様、そしてまた、理

事者の皆様方のご理解とご鞭撻をよろしくお願いを申し上げたいと思います。

結びに当たり、加美市長を始め職員各位の更なるご活躍、そしてまた、美馬市の大いな

る発展をご期待申し上げまして、皆様方のご健勝、ご活躍を併せて申し上げまして、ご挨
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拶とさせていただきたいと思います。大変ご苦労さまでございました。

以上をもちまして、令和８年３月美馬市議会定例会を閉会とさせていただきます。

閉会 午前１０時３９分
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